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あべのカーニバルにおける新型コロナウイルス感染症等の対策 

 

（１） ステージ出演者について 

・ステージ上での密を避けるために出演者について、待機中はマスクを着用していただき、出演

時においてはマウスシールドを着用してください。 

・蜜を避けるためにステージ上の登壇人数を制限させていただきます。出演者が多い場合は、ス

テージ前のグラウンドスペースの活用もご検討ください。 

・ステージ上で演目を披露されている際は身体的距離の確保に努めてください。 

・大声を出すなどの演目は控えてください。 

・ステージ出演団体は出演者の体調状況を把握し、当日の体温が37.5℃以上ある方の出演を見合

わせてください。 

・事前にお配りする体調確認表（当日の体温や健康状態など）に必要事項を記入いただき、当日

に大会本部まで出演者全員分の体調確認表をご提出ください。 

 

（２） ブース出店者について【工芸高校グラウンド】 

 ・マスクの着用、テント内人数の制限、身体的距離の確保の推奨、待機列整理の対策（番号札の

配布や待機位置表示等）、飛沫防止シート（パーテーション）の設置、手指消毒液の設置、購

入後に手指消毒など 

 ・客（来場者）が使ったものは１つずつ消毒してから次の客に渡すこと 

 ・別紙の「第４９回あべのカーニバル模擬店出店のみなさまへ（お願い）」を熟読いただき、記

載内容の遵守の徹底をお願いいたします。 

 ・飲食物を提供される場合は飲食用の感染防止対策を行ったエリア（イートインスペース）のみ

で行ってください。イートインスペースではパーテーションの設置を行い、対面およびマスク

を外した状態での会話は禁止します。また、来場者が使用後ごとに適時机、イスなどの消毒を

行います。 

 ・イートインコーナーでの滞留時間は１０分とさせていただきます。 

 ・金銭の受け取りを行う際は、金銭を扱う方とそれ以外の方（調理やゲーム担当者等）を分けて

ください。 

 

（３） 飲食物の提供 

 ・従事スタッフ及び購入者双方の正しいマスクの着用、およびアクリル板・透明ビニールカーテ

ン等による購買者との間を遮断すること 

 ・ブース内に手指消毒液を設置すること 

 ・手が良く触れる場所の定期的な消毒を行うこと 

 ・回し飲みや回し食べ等、食器等の共有は行わないようにすること。 

 ・調理をされる場合はビニール手袋や定期的な手指消毒を実施すること 
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（４） ブース出展者について【阿倍野区役所内庁舎】 

 ・会場内では入口と出口を分けるなどの動線の配置に注意してください。入口と出口を完全に分

けることのできない場合は仕切りなどを設置していただき、できる限り入場者と退場者が混在

しないように努めてください。 

 ・会場内では消毒液の設置、従事スタッフ及び来場者のマスクの着用を徹底してください。 

 ・来場者が触る箇所などの定期的な消毒及び会場内の換気を行ってください 

 ・その他、国や大阪府などの基本方針に基づき、新型コロナウイルス感染症対策を十分に講じて

ください。 

 

（５）あべのカーニバル運営について 

① 開催時間 １２時〜１６時 

② 会場のレイアウト 

・飲食エリア（イートインコーナー）を設定（食べ歩き禁止） 

・出店（テント）エリア、飲食エリア、ステージエリアの区分け（十分な通路幅の確保） 

・会場内の動線を一方通行化する。 

③ 参加者情報の把握 

・接触確認アプリCOCOAや大阪コロナ追跡システムの活用及び登録の呼びかけ 

④ 基本的な感染症対策 

・会場入場時における検温の実施（検温器を10台程度入口に設置し、来場者の検温を実施） 

・身体的距離（最低1ｍ）が確保できない、来場者等の会話があることを想定し、マスクの 

着用の義務化。 

   ・感染症対策の徹底、大声での会話の禁止、感染症対策等に関する定期的な場内アナウンス

の実施 

⑤ 入場調整 

・感染拡大状況に応じて、入場時の密を避けるための措置を実施 

・来場状況を見ての入場制限の実施 

⑥ 運営スタッフの健康管理 

・発熱や風などの症状等の有無のチェックを行う。団体ごとに従事スタッフの体温など 

を健康記録チェック表に記載し、カーニバル実施前に本部に提出する。 

⑦ その他 

・各ブースで出たごみは、カーニバル終了後に所定の位置にお持ちください。ごみを回収 

する人は必ずマスクや手袋の着用を行ってください。 

   ・当日の体温が37.5℃以上ある方や保健所等から新型コロナウイルス感染症に伴う濃厚接触

者に特定されている方、体調がすぐれない方の参加・従事は控えてください。 

   ・新型コロナウイルス感染症対策に加えて、熱中症対策も十分に講じてください。 

   （スタッフの休憩時間の確保や水分補給の徹底など） 


